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改正後（案） 現行 改正理由 

ⅣⅤ まちづくりの重点的取組 

 
めざすまちの姿を実現するための目標を市民と行政で共有し、市民と共にともに次の項

目に優先的に取り組みます。 

 

 

１ 安心して暮らせるまちづくり 

 

 

２ ずっと住みたいまちづくり 

 

 

３ 訪れてみたいまちづくり 

Ⅳ まちづくりの重点的取組 

 
めざすまちの姿を実現するための目標を市民と行政で共有し、市民と共に次の項目に優 

先的に取り組みます。 

 

 

１ 安心して暮らせるまちづくり 

 

 

２ ずっと住みたいまちづくり 

 

 

３ 訪れてみたいまちづくり 

 

 

 

後期計画における重点的取組を踏まえ、基本構

想との整合を図るため加筆修正。 

 

後期計画期間における重点的取組 

①復旧復興と防災・減災のまちづくり 

②教育・文化の質の向上 

③健康寿命の延伸 

④交通の利便性向上 

⑤市民所得の向上と雇用の創出 
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改正後（案） 現行 改正理由 

 

１ 安心して暮らせるまちづくり 

 
(1) だれもが安心して子育てできる環境を整えます。 

次代を担う子どもたちを安心して産み育てることができる子育て環境や教育環境

を充実させます。 

ア 安心して子育てができる少子化対策の推進  

保育所入所待機児童ゼロの取組や病児・病後児童保育など多様なニーズに対応し

た保育サービスの提供、子育てに係る経済的負担の軽減や子育て不安の解消、仕事

と子育て両立支援や障がい児支援、児童虐待防止体制の強化 など 

イ 子どもたちがいきいきと育つ環境整備 

ＩＣＴの導入による学習に集中できる環境整備や学力の向上対策、いじめや不登

校など子どもや保護者の悩みに寄り添うことができる体制づくり、子どもの貧困対

策、放課後児童対策の強化、生涯学習の充実、教職員の働き方改革 など 

 

(2) 「おたがいさま」で支えあう地域コミュニティを形成します。 

人生１００年時代を見据え、だれもが生きがいをもって暮らすことができる地域社

会の仕組みをつくります。 

ア 多様な世代が生きがいをもって豊かに暮らせる自主自立のまちづくり 

地域団体との連携強化や支援の充実、地域団体の後継者育成などのまちづくり支

援機能の強化、市民公益活動の推進 など 

イ 健康で暮らしやすい生活都市お互いに支え合う地域のつながりづくり 

子どもから高齢者まで住み慣れた地域で生活できる地域包括ケアシステムの深

化・推進構築、校区単位の健康まちづくりなど生涯を通じた健康づくり、住民同士

で支え合う地域福祉活動地域の防犯・防災活動団体への支援強化 など 

 

２ ずっと住みたいまちづくり 

 
(1) だれもが移動しやすく暮らしやすい都市をつくります。 

中心市街地と地域拠点を利便性の高い公共交通などで結んだ多核連携都市を形成

します。 

ア 地域拠点に都市機能が集積した都市づくり 

中心市街地と地域拠点での商業・医療など暮らしに必要な機能の維持・確保、利

便性の高い公共交通沿線での人口密度の維持 歩いて楽しめる都市空間の創出 

など 

イ 交通利便性が高い市電やバスなどの公共交通と一体となった都市づくり 

市電やバスなど基幹公共交通軸の形成、日常生活を支えるバス路線網の再編・運

行体制の見直し、公共交通空白・不便地域へのコミュニティ交通の導入・維持、公

共交通と自動車交通の最適な組み合わせと幹線道路網の整備による交通渋滞対策 

など 

 

(2) 雇用機会を創出し、熊本に住み、働ける環境を整備します。 

成長産業の振興や企業誘致の推進などによるり地域経済を活性化させ、市民所得の

向上につなげますの発展に努めます。 

ア 地域経済を支える地場産業の振興 

産学官や産業間連携による食品、医療・介護・健康、環境、クリエイティブ産業

などの成長産業の創出や、中小・小規模事業者の事業承継への支援、全国屈指の生

産額を誇る農水産業の振興、経営支援、中小企業支援、商店街の魅力向上やにぎわ

いの創出 外国人材の活躍推進 など 

 

１ 安心して暮らせるまちづくり 

 
(1) だれもが安心して子育てできる環境を整えます。 

次代を担う子どもたちを安心して産み育てることができる子育て環境や教育環境

を充実させます。 

ア 安心して子育てができる少子化対策の推進  

保育所入所待機児童ゼロの取組や病児・病後児童保育など多様なニーズに対応し

た保育サービスの提供、子育てにかかる経済的負担の軽減や子育て不安の解消、仕

事と子育て両立支援や障がい児支援、児童虐待防止 など 

イ 子どもたちがいきいきと育つ環境整備 

学習に集中できる環境整備や学力の向上対策、いじめや不登校など子どもや保護

者の悩みに寄り添うことができる体制づくり、放課後児童対策の強化 など 

 

 

(2) 「おたがいさま」で支えあう地域コミュニティを形成します。 

生きがいをもって暮らすことができる地域社会の仕組みをつくります。 

ア 多様な世代が生きがいをもって暮らせるまちづくり 

地域団体との連携強化や支援の充実、地域団体の後継者育成などのまちづくり支

援機能の強化 など 

 

イ お互いに支え合う地域のつながりづくり 

子どもから高齢者まで住み慣れた地域で生活できる地域包括ケアシステムの構

築、地域の防犯・防災活動団体への支援強化 など 

 

 

２ ずっと住みたいまちづくり 

 
(1) だれもが移動しやすく暮らしやすい都市をつくります。 

中心市街地と地域拠点を利便性の高い公共交通などで結んだ多核連携都市を形成

します。 

ア 地域拠点に都市機能が集積した都市づくり 

中心市街地と地域拠点での商業・医療など暮らしに必要な機能の維持・確保、利

便性の高い公共交通沿線での人口密度の維持 など 

 

イ 市電やバスなどの公共交通と一体となった都市づくり 

市電やバスなど基幹公共交通軸の形成、日常生活を支えるバス路線網の再編、公

共交通空白・不便地域へのコミュニティ交通の導入・維持 など 

 

 

 

(2) 雇用機会を創出し、熊本に住み、働ける環境を整備します。 

成長産業の振興や企業誘致の推進などによる地域経済の発展に努めます。 

 

ア 地域経済を支える地場産業の振興 

産学官や産業間連携による食品、医療・介護・健康、環境、クリエイティブ産業

などの成長産業や全国屈指の生産額を誇る農水産業の振興、経営支援、中小企業支

援、商店街の魅力向上やにぎわいの創出 など 
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改正後（案） 現行 改正理由 

 

 

イ 安定した雇用の創出 

就職・就業支援や職業訓練などによる新たな技術革新に対応できる産業人材の育

成・還流、創業支援や企業誘致の推進などによる雇用の創出、農水産業における担

い手の育成 など 

 

 

３ 訪れてみたいまちづくり 
 

(1) 伝統文化とエンターテインメントが共鳴するにぎわいを生み出します。 

多くの人が集う、九州中央の交流とにぎわいの拠点都市をつくります。 

ア 歴史や伝統文化の継承・発展と観光の振興など熊本の魅力の創造・発信 

熊本城の着実な復旧と公開、などの観光資源の魅力の向上と発信、ストーリー

性を持たせた観光ルートの設定、おもてなし向上など熊本城及び水前寺江津湖公

園などの観光客の受入れ体制環境整備 データ分析に基づく観光戦略 など 

イ 国内外から多くの人が集う交流とにぎわいづくり 

熊本の特性をいかしたＭＩＣＥやスポーツ大会学会・大会やコンサートなどの誘

致、国内外との交流促進 多文化共生のまちづくり など 

 

(2) 人と自然がと共生する恵み豊かで持続可能なまち熊本を発信します。 

地下水や自然環境を守り育み、「地下水都市・熊本」・「森の都」を発信するとと

もに、農水産物をはじめとした、熊本の豊かな恵みを広く発信します。 

ア 世界が認めた地下水の保全と緑あふれるまちづくり 

恵まれた地下水の質と量の保全、くまもと水ブランドの発信、市域に残る自然環

境の保全や新たな緑の創出 プラスチック対策の推進 など 

イ 安全で良質な農水産物の魅力発信 

ＩＣＴやＡＩ技術を活用したスマート農業の推進、安全・安心で良質な熊本の農

水産物の発信、６次産業化、高付加価値化、ブランド化による国内外への販路拡大、

東アジアなどへの輸出促進 など 

 

 
イ 安定した雇用の創出 

就職・就業支援や職業訓練などによる産業人材の育成、創業支援や企業誘致の推 

進などによる雇用の創出、農水産業における担い手の育成 など 

 

 

 

３ 訪れてみたいまちづくり 
 

(1) 伝統文化とエンターテインメントが共鳴するにぎわいを生み出します。 

多くの人が集う、九州中央の交流とにぎわいの拠点都市をつくります。 

ア 歴史や伝統文化の継承・発展と観光の振興など熊本の魅力の創造・発信 

熊本城などの観光資源の魅力の向上と発信、ストーリー性を持たせた観光ルー

トの設定、おもてなし向上など観光客の受入れ体制整備 など 

イ 国内外から多くの人が集う交流とにぎわいづくり 

学会・大会やコンサートなどの誘致、国内外との交流促進 など 

 

 

 

(2) 自然と共生する恵み豊かな熊本を発信します。 

地下水や自然環境を守り育み、「地下水都市・熊本」・「森の都」を発信するとと

もに、農水産物をはじめとした、熊本の豊かな恵みを広く発信します。 

ア 世界が認めた地下水の保全と緑あふれるまちづくり 

恵まれた地下水の質と量の保全、市域に残る自然環境の保全や新たな緑の創出

など 

イ 安全で良質な農水産物の魅力発信 

安全・安心で良質な熊本の農水産物の発信、６次産業化、高付加価値化、ブラ

ンド化による販路拡大、東アジアなどへの輸出促進 など 
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改正後（案） 現行 改正理由 

ⅤⅥ 分野別施策 
 

 

 
第１章 互いに認め支え合い、だれもが平等に参画できる社会の実現（略） 

 

第２章 安全で心豊かに暮らせる地域づくりの推進（略） 

 

第３章 生涯を通して健やかで、いきいきと暮らせる保健福祉の充実 

 

第４章 豊かな人間性と未来へ飛躍できる力を育む教育の振興 

 

第５章 誇るべき良好な自然環境の保全と地球環境問題への積極的な対応（略） 

 

第６章 経済の発展と熊本の魅力の創造・発信（略） 

 

第７章 豊かな自然環境をいかした活力ある農水産業の振興（略） 

 

第８章 安全で利便性が高い都市基盤の充実（略） 
 

Ⅴ 分野別施策 
 

 

 
第１章 互いに認め支え合い、だれもが平等に参画できる社会の実現（略） 

 

第２章 安全で心豊かに暮らせる地域づくりの推進（略） 

 

第３章 生涯を通して健やかで、いきいきと暮らせる保健福祉の充実 

 

第４章 豊かな人間性と未来へ飛躍できる力を育む教育の振興 

 

第５章 誇るべき良好な自然環境の保全と地球環境問題への積極的な対応（略） 

 

第６章 経済の発展と熊本の魅力の創造・発信（略） 

 

第７章 豊かな自然環境をいかした活力ある農水産業の振興（略） 

 

第８章 安全で利便性が高い都市基盤の充実（略） 
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改正後（案） 現行 改正理由 

第３章 生涯を通して健やかで、いきいきと暮らせる保健福祉の充実 
 

 

 

 

今日の社会では、ストレスなど心身の健康を阻害する要因が多様化している一方で、感

染症などへの市民不安も高まっています。また、少子高齢化のが一層の進展が見込まれす

る中、住み慣れた地域で暮らすための様々な保健・医療・福祉サービスが求められていま

す。さらに、核家族化の進行や地域のつながりの希薄化など、家庭環境の多様化、就労状

況の変化などにより、家庭や地域における子育て力が低下し、育児支援を受けることが難

しく、出産や子育てに対して不安や負担感を持つ人が増加しています。 

このような中、人生１００年時代を見据えて、全てのライフステージにおいて、市民の

健康づくりの意識を高めていくことが重要となっています。であり、また、新型インフル

エンザなどの新興感染症などから市民を守るために対処するための健康危機管理体制を

充実させ、適切な医療サービス体制を確保することが必要です。さらに、高齢者、障がい

のある人など、全ての人を地域全体で支援する体制を構築するとともに、子どもが健やか

に育ち、安心して生み育てられる環境をつくり、「結婚・妊娠・出産・子育て」の切れ目

のない少子化対策支援が必要となっています。 

そこで、乳幼児子どもから高齢者までだれもが、生涯を通じて健やかに生きがいを持っ

て暮らせるよう、国民健康保険など社会保障制度の適正な運営はもとより、市民一人ひと

りの状況や特性に応じたきめ細かな保健・医療・福祉サービスを一体的に提供するととも

に、市民や地域の自主的地域における主体的な健康づくりや福祉活動の推進を支援します

することで、自主自立のまちづくりの理念のもと、だれもが役割を持ち、地域をともに創

っていく「地域共生社会」の実現を目指します。 

特にまた、人口減少や少子化の改善に向け、未来を担う子どもたちを安心して産み育て

ていけるよう、保育サービスの充実など多様なニーズに応じた子育て支援に取り組みま

す。 

 

政策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 生涯を通して健やかで、いきいきと暮らせる保健福祉の充実 
 

 

 

 

今日の社会では、ストレスなど心身の健康を阻害する要因が多様化している一方で、感

染症などへの市民不安も高まっています。また、少子高齢化の一層の進展が見込まれる中、

住み慣れた地域で暮らすための様々な保健・医療・福祉サービスが求められています。さ

らに、核家族化の進行や地域のつながりの希薄化などにより、家庭や地域における子育て

力が低下し、育児支援を受けることが難しく、出産や子育てに対して不安や負担感を持つ

人が増加しています。 

このような中、全てのライフステージにおいて、健康づくりの意識を高めていくことが

重要となっています。また、新型インフルエンザ等の新興感染症などから市民を守るため

健康危機管理体制を充実させ、適切な医療サービス体制を確保することが必要です。さら

に、高齢者、障がいのある人など、全ての人を地域全体で支援する体制を構築するととも

に、子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる環境をつくり、「結婚・妊娠・出産・

子育て」の切れ目のない少子化対策が必要となっています。 

 

そこで、乳幼児から高齢者まで、生涯を通じて健やかに生きがいを持って暮らせるよう、

市民一人ひとりの状況に応じたきめ細かな保健・医療・福祉サービスを提供するとともに、

市民や地域の自主的な健康づくりや福祉活動を支援します。 

 

 

特に、人口減少や少子化の改善に向け、未来を担う子どもたちを安心して産み育ててい

けるよう、保育サービスの充実など多様なニーズに応じた子育て支援に取り組みます。 

 

 

 

政策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（時）（文） 

・時代潮流を踏まえた文言修正 

 

（時）（公） 

・国の「人生100年時代構想会議」での議論を

踏まえ記載を修正 

 

 

 

（時） 

・本市が目指す姿である地域共生社会の考え方

を追記 

 

 

 

 

生涯を通じた健康づくりの推進

安全・安心のための保健衛生の向上と医療体制の充実

高齢者、障がいのある人などが豊かに暮らせる環境づくり

社会保障制度の適正な運営

安心して子どもを産み育てられる環境づくり

生涯を通じた健康づくりの推進

安全・安心のための保健衛生の向上と医療体制の充実

高齢者、障がいのある人などが豊かに暮らせる環境づくり

社会保障制度の適正な運営

安心して子どもを産み育てられる環境づくり
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改正後（案） 現行 改正理由 

第３節 高齢者、障がいのある人などが豊かに暮らせる環境づくり 
 

現状と課題 

本市の高齢化率は年々上昇し、人生１００年時代を見据え、要介護者やひとり暮らし高

齢者に対する地域での支援の必要性が高まっており、医療と介護の専門職同士の連携や認

知症高齢者の生活を支える仕組みなど、地域全体で支える体制づくりが重要です。 

 また、障がいのある人に対し、総合的な支援を行うためには、障がいに対する正しい理

解のもと地域全体で支え合う環境づくりが必要であるとともに、相談体制の充実や適切な

障害福祉サービスの提供が必要です。 

さらに介護や育児など、複数の分野にまたがる課題を抱える世帯への支援も必要であ

り、こうした様々な課題に対応するためには、福祉団体や関係機関とともに、住民同士で

支え合う地域福祉活動を推進するための体制づくりが求められています。 

 

 

 

 

基本方針 

１ 地域福祉活動の支援推進 

２ 高齢者が安心して暮らせる生活の支援 

３ 障がいのある人の自立支援 

 

検証指標 

単位
基準値 検証値

H27 H31 H35

就労移行支援事業所などを通じて一般就労した障がいのある人の数 人
41

(H26)
63
112

63
117

６５歳以上の元気な高齢者の割合（６５歳以上人口の内、要介護・要支援の認定を受けてい
ない者の割合）

％ 78.46 78.46 78.46

 
 

 

 

 

 

 

 

第３節 高齢者、障がいのある人などが豊かに暮らせる環境づくり 
 

現状と課題 

 本市の高齢化率は年々上昇しており、今後も更なる高齢化の進行が見込まれる中、要介

護者や単身・高齢者のみの世帯に対する地域での支援の必要性が高まっています。 

 また、障がいのある人は年々増加傾向にあり、多様な支援と生涯を通した一貫したサー

ビスが求められるとともに、だれもが互いに尊重し合いながら共に暮らしていける社会の

推進に当たり、地域での支援の必要性が高まっています。 

 そこで、団塊の世代の方が７５歳以上となる２０２５年を見据え、医療と介護の専門職

同士の連携や認知症高齢者の生活を支える仕組みなど、地域全体で支援が必要な高齢者を

支える体制づくりが重要です。 

 また、障がいのある人に対し総合的な支援を行うためには、地域社会における正しい理

解のもと地域全体で支え合う環境づくりが必要であるとともに、相談体制の充実や適切な

障がい保健福祉サービスの提供に努める必要があります。 

 
 
基本方針 

１ 地域福祉活動の支援 

２ 高齢者が安心して暮らせる生活の支援 

３ 障がいのある人の自立支援 

 

検証指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（時）  

・現在の状況や課題を踏まえ記載を修正 

・様々な地域課題に対応するため、地域全体で

福祉活動を推進する体制づくりの必要性につ

いて記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（実） 

・実績を踏まえ上方修正 

 

単位
基準値 検証値

H27 H31 H35

就労移行支援事業所などを通じて一般就労した障がいのある人の数 人
41

(H26)
63 63

６５歳以上の元気な高齢者の割合（６５歳以上人口の内、要介護・要支援の認定を受けてい
ない者の割合）

％ 78.46 78.46 78.46
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改正後（案） 現行 改正理由 

施策の体系 

 

【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

高齢者、障がいのある人などが豊かに
暮らせる健康環境づくり

１　地域福祉活動の支援推進
(1) 地域福祉活動推進の体制づくりの担い手
への支援強化

２　高齢者が安心して暮らせる生活の支援 (2) 地域包括ケアシステムの構築深化・推進

(3) 高齢者の健康と生きがいづくり

(5) 障がいへの理解促進と権利擁護に関する
相互理解の促進

(6) 当事者のニーズに沿った適切なサービス・
地域で暮らすために必要な支援の提供充実

(7) 安心して暮らせる生活環境の整備を営み
社会参加できる環境づくり

３　障がいのある人の自立支援

(4) 介護保険制度の円滑な運営とサービスの
　　質の向上

 
 

 

事業概要 

【(1) 地域福祉活動推進の体制づくりの担い手への支援強化】 

 ア 社会福祉協議会などと連携し、住民同士で支え合う地域福祉活動を推進します。 

アイ  地域福祉の担い手である民生委員・児童委員などの活動を支援します。 

 

【(2) 地域包括ケアシステムの構築深化・推進】 

ア 医療・介護専門職など職種間の連携強化を図り、在宅医療・介護サービス体制の構

築を進めます。 

イ 認知症高齢者やその家族への支援を充実させるとともに、認知症に対する理解の浸

透を図ります。高齢者の尊厳を守り、住み慣れた地域で暮らせるよう、認知症に対す

る理解の浸透や成年後見人制度の利用促進を図るなど、高齢者の権利擁護を推進し、

虐待防止に取り組みます。 

ウ 高齢者がいつまでも安心して自立した生活を送ることができるよう、介護保険サー

ビスにおける自立支援・重度化防止に向けた取組を強化するほか、やひとり暮らし高

齢者などへの福祉サービスを適切に提供するとともに、地域や民間事業者などと連携

した支援を推進します。 

施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

【(1) 地域福祉活動の担い手への支援強化】 

 ア 地域福祉の担い手である民生委員・児童委員の活動を支援します。 

 

 

【(2) 地域包括ケアシステムの構築】 

ア 医療・介護専門職など職種間の連携強化を図り、在宅医療・介護サービス体制の

構築を進めます。 

 イ 認知症高齢者やその家族への支援を充実させるとともに、認知症に対する理解の

浸透を図ります。 

 

 

 ウ 高齢者がいつまでも安心して自立した生活を送ることができるよう、介護保険サ

ービスやひとり暮らし高齢者などへの福祉サービスを適切に提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（時） 

・「地域共生社会」の実現に向けた取組を追記 

 

 

 

（実） 

・第７期はつらつプランを踏まえた文言修正 

・高齢者に係る権利擁護・虐待防止に関する取

組を明確化 

 

 

【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

高齢者、障がいのある人などが豊かに
暮らせる健康づくり

１　地域福祉活動の支援 (1) 地域福祉活動の担い手への支援強化

２　高齢者が安心して暮らせる生活の支援 (2) 地域包括ケアシステムの構築

(3) 高齢者の健康と生きがいづくり

(5) 障がいに関する相互理解の促進

(6) 当事者のニーズに沿った適切なサービス・
　　支援の提供

(7) 安心して生活を営み社会参加できる環境
　　づくり

３　障がいのある人の自立支援

(4) 介護保険制度の円滑な運営とサービスの
　　質の向上
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改正後（案） 現行 改正理由 

【(3) 高齢者の健康と生きがいづくり】 

 ア 高齢者が健康で生涯現役として自分らしく活躍し続けられるよう、多様な就労や

社会参加の機会を提供します。  

 イ 高齢者が健康でいきいきとした生活が送れるよう、地域での健康づくりや介護予

防の取組を推進します。 

 

 

【(4) 介護保険制度の円滑な運営とサービスの質の向上】 

 ア 要介護認定の迅速化、介護サービス従事者の質的向上や介護人材の確保などに取

り組みます。  

 イ 介護施設などの適切な運営を推進するため、指導・監査を徹底します。 

 

【(5) 障がいへの理解促進と権利擁護に関する相互理解の促進】 

ア 障がいのある人に対する偏見や差別意識を無くし、相互理解を深めるため、正し

い知識と理解の普及・啓発活動を推進します。 

イ 市民による障がい者支援の活動が促進されうよう、ボランティアの育成や活動支

援の充実を図ります。障がいのある人の権利を擁護するため、成年後見人制度の利

用促進及び虐待防止に取り組みます。 

 

 

【(6) 当事者のニーズに沿った適切なサービス・地域で暮らすために必要な支援の提供

充実】 

ア 障がいのある人が地域で安心して生活できるよう、関係機関・団体などとの連携を

強化し、障がいの特性に応じた相談支援体制の充実を図るとともに、円滑な障害福祉

サービスなどの提供に努めます。相談支援事業所、福祉サービス事業所など関係機関

との連携強化により、障がいのある人が身近な場所で適切な支援を受けられるよう、

地域の相談体制づくりを進めます。 

イ 障がいのある人が地域で生活できるように、障害福祉サービス事業者などの適切

な運営を推進するため、指導・監査を徹底します。 

ウ  障がいのある子どものライフステージに応じた切れ目のない支援体制の充実を図

ります。 

 エウ 重度の障がいのある人など医療的ケアを必要とする人や難病患者や重度障がい

のある人への医療機関と連携した支援の充実を図ります。 

  オ 障がいのある人の雇用に関する企業意識の高揚を図り、就労機会の拡大と職場環

境の整備を促進します。 

   カ 障がいのある人がスポーツや文化芸術活動を通して社会参加できる機会を積極的

に提供します。 

 

【(7)  安心して暮らせる生活環境の整備を営み社会参加できる環境づくり】 

ア 災害時に障がいのある人が地域で安心して暮らすことができるよう、地域と協力

し、障がいの特性に配慮した災害時における支援や安全に避難できるように、地域

の共助による緊急時の支援体制づくりを進めます。の確保、防犯対策を推進します。 

 イ 障がいのある人が必要な情報が得られるよう、障がいの特性に配慮した情報の提

供など情報のバリアフリーを推進しますの雇用に関する企業意識の高揚を図り、就

労機会の拡大 職場環境の整備を促進します。 

 ウ 障がいのある人がスポーツや文化芸術活動を通して社会参加できる機会を積極的

に提供します。 

 

【(3) 高齢者の健康と生きがいづくり】 

 ア 高齢者の健康で活力ある暮らしを支えるため、就労や社会参加の機会を提供しま

す。  

 イ 高齢者が健康でいきいきとした生活が送れるよう、地域での健康づくりや介護予

防の取組を推進します。 

 

 

【(4) 介護保険制度の円滑な運営とサービスの質の向上】 

 ア 要介護認定の迅速化、介護サービス従事者の質的向上や介護人材の確保などに取

り組みます。  

 

 

【(5) 障がいに関する相互理解の促進】 

 ア 障がいのある人に対する偏見や差別意識を無くし、相互理解を深めるため、正し

い知識と理解の普及・啓発活動を推進します。 

 イ 市民による障がい者支援の活動が促進されるよう、ボランティアの育成や活動支

援の充実を図ります。 

 

 

 

【(6) 当事者のニーズに沿った適切なサービス・支援の提供】 

 

 ア 相談支援事業所、福祉サービス事業所など関係機関との連携強化により、障がい

のある人が身近な場所で適切な支援を受けられるよう、地域の相談体制づくりを進

めます。 

 イ 障がいのある人が地域で生活できるように、障害福祉サービスなどの充実を図り

ます。 

 

 

 

 

 ウ 医療的ケアを必要とする難病患者や重度の障がいのある人への医療機関と連携し

た支援の充実を図ります。 

 

 

 

 

【(7) 安心して生活を営み社会参加できる環境づくり】 

 ア 災害時に障がいのある人が安全に避難できるように、地域の共助による緊急時の

支援体制づくりを進めます。 

 

 イ 障がいのある人の雇用に関する企業意識の高揚を図り、就労機会の拡大と職場環

境の整備を促進します。 

 

 ウ 障がいのある人がスポーツや文化芸術活動を通して社会参加できる機会を積極的

に提供します。 

 

（ア）（公） 

・「ジェロントロジー」の視点を踏まえ記載を

修正。 

 

 

（時）（公） 

・高齢者への虐待行為等防止するため介護施設

等の指導監査を追記 

 

（実）（公） 

・障がい者生活プランと整合を図るため修正 

・障がい者の権利擁護・虐待防止に関する取組

を明確化 

 

 

（実）（公） 

・障がい者生活プランと整合を図るため修正 

・事業所等への指導監査の徹底や、雇用に関す

る企業意識の高揚を追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（実）（公） 

・障がい者生活プランと整合を図るため修正 

・災害時の支援体制について追記 
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改正後（案） 現行 改正理由 

第５節 安心して子どもを産み育てられる環境づくり 
 

現状と課題 

核家族化の進展や地域のつながりの希薄化、に伴い、家庭や地域における子育て力が低

下し、家庭環境の多様化により、子育て世帯が孤立することで子育てに不安を抱えるなど、

子どもと親を取り巻く環境はますます依然として厳しいものとなっています。 

加えて、若年層の雇用状況の低迷や仕事と子育ての両立の困難さなどを背景に、未婚化、

晩婚化、出生率の低迷などに伴う少子化が進行しています。 

 また、障がい、児童虐待、子どもの貧困など、子ども本人や家庭の状況その他の事情に

より、社会的に支援の必要性が高い子どもたちが顕在化しています。 

 そこで、若年層が心理的・経済的な不安や負担感なく、安心してがなくなるよう、「結

婚、・妊娠・出産、・子育て」ができるようなの切れ目のない支援が必要です。 

 また、社会的に支援が必要な子どもや家庭に対して、個々の事情に応じた支援を適切に

講じる必要があります。 

 

基本方針 

１ 結婚・妊娠・出産・子育てしやすい環境づくり 

２ 援助を必要とする子どもや子育て家庭への支援 

 

検証指標 

 

 

 

 

 

 

第５節 安心して子どもを産み育てられる環境づくり 
 

現状と課題 

 核家族化の進展や地域のつながりの希薄化に伴い、家庭や地域における子育て力が低下

し、子育て世帯が孤立化することで子育てに不安を抱えるなど、子どもと親を取り巻く環

境はますます厳しいものとなっています。加えて、若年層の雇用状況の低迷や仕事と子育

ての両立の困難さ等も背景に、未婚化、晩婚化、出生率の低迷などに伴う少子化が進行し

ています。 

 また、障がい、児童虐待、子どもの貧困など、子ども本人や家庭の状況その他の事情に

より、社会的に支援の必要性が高い子どもたちが顕在化しています。 

 そこで、若年層が心理的・経済的な不安や負担感なく、安心して結婚、妊娠・出産、子

育てができるような支援が必要です。 

 また、社会的に支援が必要な子どもや家庭に対して、個々の事情に応じた支援を適切に

講じる必要があります。 

 

基本方針 

１ 結婚・妊娠・出産・子育てしやすい環境づくり 

２ 援助を必要とする子どもや子育て家庭への支援 

 

検証指標 

 

 

 

 

 

 

 

（時） 

・社会背景を踏まえ、家庭環境の多様化や切れ

目のない支援の必要性について追記 

 

検証値

H27 H31 H35

出生数（暦年） 人
7,039

（Ｈ26）
7,000
以上

7,000
以上

単位
基準値 検証値

H27 H31 H35

出生数（暦年） 人
7,039

（Ｈ26）
7,000
以上

7,000
以上

単位
基準値
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改正後（案） 現行 改正理由 

施策の体系 

 

【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

(9)子どもの貧困対策の推進

(8) ひとり親家庭に対する自立支援の推進

２　援助を必要とする子どもや子育て家庭への支援

(4) 保育サービス及び幼児教育の充実

(5) 子育てにおける経済的な負担の軽減

(6) 仕事と子育ての両立支援

(7) 社会的な支援の必要性が高い子どもや
　　家庭への支援

安心して子どもを産み育てられる環境づくり

１　結婚・妊娠・出産・子育てしやすい環境づくり
(1) 結婚支援の推進　結婚や妊娠に関する希
望の実現への支援

(2) 妊娠・出産などに関する母子保健対策の
　　適切な実施

(3) 地域における子育て支援サービス及び
　　地域主体の子育て支援活動の充実

 
 

 

事業概要 

【(1) 結婚支援の推進 結婚や妊娠に関する希望の実現への支援】 

 ア 若年層や未婚者に対する結婚から子育てまでに関する情報の提供や出会いの機会

につながる支援を行います。 

イ 妊娠や不妊などの相談・支援を行います。 

 

【(2) 妊娠・出産などに関する母子保健対策の適切な実施】 

 ア 母子保健相談・指導事業や健康診査などの母子保健対策を適切に実施します、子

どもの健やかな成長を支援します。 

 

施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

【(1) 結婚支援の推進】 

 ア 若年層や未婚者に対する結婚から子育てまでに関する情報の提供や出会いの機会

につながる支援を行います。 

 

【(2) 妊娠・出産などに関する母子保健対策の適切な実施】 

 ア 母子保健相談・指導事業や健康診査などの母子保健対策を適切に実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（実） 

・結婚＝少子化対策ではなく、結婚支援だけに

とどまることなく支援を行う必要があるため

修正 

（文） 

・文言修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（実） 

・結婚＝少子化対策ではなく、結婚支援だけに

とどまることなく支援を行う必要があるため

修正、追記 

 

 

（文） 

・文言修正 

 

 

【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

(8) ひとり親家庭に対する自立支援の推進

２　援助を必要とする子どもや子育て家庭への支援

(4) 保育サービス及び幼児教育の充実

(5) 子育てにおける経済的な負担の軽減

(6) 仕事と子育ての両立支援

(7) 社会的な支援の必要性が高い子どもや
　　家庭への支援

安心して子どもを産み育てられる環境づくり

１　結婚・妊娠・出産・子育てしやすい環境づくり (1) 結婚支援の推進

(2) 妊娠・出産などに関する母子保健対策の
　　適切な実施

(3) 地域における子育て支援サービス及び
　　地域主体の子育て支援活動の充実
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改正後（案） 現行 改正理由 

 

【(3) 地域における子育て支援サービス及び地域主体の子育て支援活動の充実】 

 ア 子育て支援センターなどを拠点とした子育て環境の整備や育児相談の充実による

子育て世帯の不安解消を図ります。 

 イ 子育て支援ネットワークや地域の子育てサークル・子育て支援団体の活動支援・

育成を図り、地域との連携協力を推進します。 

 

【(4) 保育サービス及び幼児教育の充実】 

 ア 待機児童の解消に向け、保育の量の拡充とともに、それを支える保育士の確保と

処遇の改善を図ります。 

 イ 多様化する保育ニーズに対応するため、保育所・幼稚園などにおける保育サービ

スの充実を図ります。 

ウ 児童福祉施設などの適切な運営を推進するため、指導・監査を徹底します。 

 

【(5) 子育てにおける経済的な負担の軽減】 

 ア 児童手当の支給を行うとともに、や子ども医療費の助成など経済的支援を行いま

す充実させます。 

 

【(6) 仕事と子育ての両立支援】 

 ア 子育てしやすい職場環境の整備促進や、父親の育児参加を支援します。 

 

【(7) 社会的な支援の必要性が高い子どもや家庭への支援】 

  ア 児童虐待の発生予防、や早期発見及びのため、より専門性の高い相談体制を構築

し、児童や保護者への適切な支援を行いま強化します。 

 イ 里親の拡充及び児童養護施設などの小規模化などを進めるとともに、里親制度を

さらに推進し、家庭的な養育環境の整備を図ります。 

 ウ 障がい又は障がいの疑いのある子どもに関する相談、診察、検査、初期の療育な

どの支援を行います。 

 

【(8) ひとり親家庭に対する自立支援の推進】 

ア ひとり親家庭への子育て・生活支援や就業支援、経済的支援などの充実を図り、

ひとり親家庭に対する自立支援を推進します。 

 

【(9) 子どもの貧困対策の推進】 

ア 学習機会の充実を図り、子どもの学力向上と社会を生き抜く力の育成のための支

援を行います。 

イ 子どもの孤立化を防止するため、地域や関係機関と連携し、子どもの居場所づく

りに取り組みます。 

ウ 生活に困難を抱える子どもや保護者を必要な支援につなぐため、相談体制を整備

するとともに、地域や関係機関との連携強化を図ります。 

 

 

 

 

【(3) 地域における子育て支援サービス及び地域主体の子育て支援活動の充実】 

 ア 子育て支援センターなどを拠点とした子育て環境の整備や育児相談の充実による

子育て世帯の不安解消を図ります。 

 イ 子育て支援ネットワークや地域の子育てサークル・子育て支援団体の活動支援・

育成を図り、地域との連携協力を推進します。 

 

【(4) 保育サービス及び幼児教育の充実】 

 ア 待機児童の解消に向け、保育の量の拡充とともに、それを支える保育士の確保と

処遇の改善を図ります。 

 イ 多様化する保育ニーズに対応するため、保育所・幼稚園などにおける保育サービ

スの充実を図ります。 

 

 

【(5) 子育てにおける経済的な負担の軽減】 

 ア 児童手当の支給を行うとともに、子ども医療費の助成など経済的支援を充実させ

ます。 

 

【(6) 仕事と子育ての両立支援】 

 ア 子育てしやすい職場環境の整備促進や、父親の育児参加を支援します。 

 

【(7) 社会的な支援の必要性が高い子どもや家庭への支援】 

 ア 児童虐待の発生予防、早期発見及び児童への適切な支援を行います。 

 イ 里親の拡充及び児童養護施設などの小規模化を推進し、家庭的な養育環境の整備

を図ります。 

 ウ 障がい又は障がいの疑いのある子どもに関する相談、診察、検査、初期の療育な

どの支援を行います。 

 

 

【(8) ひとり親家庭に対する自立支援の推進】 

ア ひとり親家庭への子育て・生活支援や就業支援、経済的支援などの充実を図り、

ひとり親家庭に対する自立支援を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（実）（公） 

・児童福祉設等の適切な運営について追記 

 

 

（実） 

・事業の実態に即した文言修正 

 

 

（時） 

・「父親の育児参加」は、育児は母親が行うも

のという前提での表現であるため文言を削除 

 

（時）（公） 

・児童虐待防止に向け、相談体制を強化し、保

護者への支援を明確化するため修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（時）（実）（公） 

・子どもの貧困は、経済的な問題のみならず、

様々な問題が相互に関連しており、全庁的な対

応が必要であることから、平成30年度に策定し

た「子どもの貧困対策計画」と整合を図りつつ、

新たな「主な取組」として追加。 

※これまでは、【（7）社会的な支援の必要性が

高い子どもや家庭への支援】のなかで整理して

いたもの。 
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改正後（案） 現行 改正理由 

第４章 豊かな人間性と未来へ飛躍できる力を育む教育の振興 
 

 

 

 

少子高齢化に加え、グローバル化や情報化の進展など社会は著しく変化しており、子ど

もたちを取り巻く環境も、いじめの社会問題化や不登校の増加、インターネットを通した

トラブルなど、多くの課題を抱えています。 

 

これからの予測困難な時代の中で、子どもたちの健やかな成長は、私たち大人に課せら

れた重要な使命だと考えます。社会の著しい変化に柔軟に対応できる必要な知識・技能の

習得はもとより、思考力、判断力、表現力を伸ばすなど、主体的に社会の課題を解決する

力を含め、自分の人生を描き、どう切り拓いていくかという、生き抜く力の育成が一層重

要となります。 

 そこで、学校をはじめとする様々な教育機会を通じて、子どもたち一人ひとりの可能性

をさらに広げ、それぞれの夢の実現につながるよう、教育環境を整えます。 

  

また、子どもから大人まで、全ての市民が生涯を通じて生きがいを持ちながら豊かな人

生を送れるよう、スポーツや文化活動に気軽に楽しむ機会や新たな知識や技術などを身に

付けることができる多様な学習機会の充実に取り組みます。 

 

 

加えて、熊本城をはじめとする史跡、天然記念物など、本市の貴重な文化財をの適切に

保全な保存・調査研究・整備・活用に取り組むするとともに、歴史や自然の学習などにの

活用します。 

 

 

政策の体系 

学校教育における社会を生き抜く力の育成
地域に開かれた魅力的な学校づくり

生涯を通した学習・スポーツの振興 学びと活動の循環による人づくり

文化の振興と継承

 

第４章 豊かな人間性と未来へ飛躍できる力を育む教育の振興 
 

 

 

 

少子高齢化、価値観の多様化、経済的格差の拡大など社会は著しく変化しており、子ど

もたちを取り巻く環境についても、いじめの社会問題化や少年による重大事件、インター

ネットを通したトラブルなど、多くの課題を抱えています。また、家庭や地域の教育力の

低下が指摘されています。 

このような中、規範意識や社会性、思いやりの心、自立心等を育み、生涯を通して健康

で生きがいのある人生を求める意識の高揚とともに、社会の著しい変化に柔軟に対応でき

る必要な知識・技能の習得と、これらを活用して課題を解決するための思考力・判断力・

表現力などの育成が重要となっています。また、学校はもとより、家庭や地域の教育力を

高め、子どもたちの健やかな成長を支える仕組みづくりが求められています。 

そこで、未来を担う子どもたちが、自らの力で未来へはばたくことができるよう、豊か

な人間性や確かな学力、健やかな体などを備えた子どもたちを育成する教育を推進しま

す。 

また、保護者や子どもが相談しやすい体制の充実や、学習に集中できる学習環境の整備

を進めるとともに、学校・家庭・地域が連携して、子どもたちを育むための取組を進めて

いきます。 

さらに、市民一人ひとりが豊かな人生を送れるよう、スポーツや文化活動を楽しむ機会

の充実など生涯学習活動を支援します。 

加えて、熊本城をはじめとする史跡、天然記念物など、本市に残る貴重な文化財を適切

に保全するとともに、歴史や自然学習などへの活用を図ります。 

 

 

政策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（時） 

・国の第３期教育振興基本計画、新学習指導要

領における基本的な考えを踏まえ、社会情勢の

変化に伴い、必要となる施策の展開方針を総括

的に記載 

 

学校教育における社会を生き抜く力の育成

生涯を通した学習・スポーツの振興

文化の振興と継承
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改正後（案） 現行 改正理由 

第１節 学校教育における社会を生き抜く力の育成  

地域に開かれた魅力的な学校づくり 
 

現状と課題 

近年、交流人口の増加などによる国際化やＡＩなどの技術革新による超スマート社会

（Society5.0）の到来などにより、本市の子どもたちを取り巻く環境は変化を続けていま

す。また、不登校や特別な支援が必要な子どもたちの増加や安全確保などの様々な教育課

題があります。 

このように社会が変化している中では、学びに向かう力を持ち、豊かな人間性、健やか

な体を備えた、主体的に考え行動できる人づくりを進める必要があります。 

 また、不登校への多様な学習環境の充実や個々の状況に応じた支援に加え、特別な支援

が必要な子どもへのインクルーシブ教育の推進など、子ども一人ひとりを大切にする教育

を進めていく必要があります。さらに、学校・家庭・地域社会の連携や教員の働き方改革

を推進しながら、安全で安心して学ぶことのできる良好な教育環境の充実に努める必要が

あります。 

 

 

 

 

 

基本方針 

１ 徳・知・体の調和のとれた教育の推進 主体的に考え行動する力を育む教育の推進 

２ 子ども一人ひとりを大切にする教育の推進  

３ 安全で良好な教育環境の整備 最適な教育環境の整備  

 

 

検証指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１節 学校教育における社会を生き抜く力の育成 
 

現状と課題 

 家庭や地域の環境変化、自然体験活動の機会等の減少など様々な要因により、子どもた

ちの規範意識の低下や社会性の不足、学習意欲の低下傾向などが指摘されており、体力も

依然として低い水準にあります。また、少子化や地域のつながりの希薄化に伴い、家庭や

地域の教育力が低下するとともに、学校においても、いじめや不登校、子どもたちの安全

確保などの教育課題が生じています。 

 そこで、豊かな人間性や確かな学力、健やかな体づくりなど、社会を生き抜くたくまし

さを備えた子どもたちを育成するために、子どもたちへの支援の充実、教職員の指導力向

上を図る必要があります。また、学校・家庭・地域社会の連携を図りながら、子どもたち

が個性や能力を伸ばすことのできるような学校教育や安全で良好な教育環境の充実に努

める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

基本方針 

１ 徳・知・体の調和のとれた教育の推進 

２ 子ども一人ひとりを大切にする教育の推進 

３ 安全で良好な教育環境の整備 

 

 

検証指標 

 

 

 

 

 

 

 

（時） 

・不登校の増加などの現状を鑑みると、全ての

児童生徒が安全・安心に楽しく学校生活を送る

ことができ、授業や行事に主体的に参加・活躍

できる学校づくりを進めていく必要がある。子

どもたちにとって魅力的な学校はまずもって

の目的であり、節のタイトルも含め、全面的に

改正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（時） 

・これからの予測困難な時代潮流を踏まえる

と、経済協力開発機構（OECD）の「Education

2030」のコンセプトであるエージェンシーは重

要な考え方。よって、基本方針の第１に位置付

ける。 

エージェンシー 

「自ら考え、主体的に行動して、責任をもって

社会変革を実現していく力」 

 

0.2小学６年生

中学３年生

H31
単位

ポイント 1.2 1.6

全国学力・学習状況調査の本市平均正答率（％）と全国の比較

1.0

2.0

基準値

ポイント

H35

▲0.6

検証値

H27
0.2小学６年生

中学３年生

H31
単位

ポイント 1.2 1.6

全国学力・学習状況調査の本市平均正答率（％）と全国の比較

1.0

2.0

基準値

ポイント

H35

▲0.6

検証値

H27
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改正後（案） 現行 改正理由 

施策の体系 

 

 

【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

(87) 子どもたちの身近な安全対策の充実
　　　働き方改革の推進

(98) 家庭や地域社会との連携の強化
　　　安全・安心な学校づくりの推進

２　子ども一人ひとりを大切にする教育の推進
(4) 教員が子どもと向き合う時間の拡充
　　多様な教育的ニーズに対応した支援
　　の拡充

(5) 教育相談体制の充実

(65) 特別支援教育の推進

３　安全で良好な教育環境の整備
　　最適な教育環境の整備

(76) 最適な学習環境の整備
　　　地域社会と連携した教育環境の整備

学校教育における社会を生き抜く力の
育成
地域に開かれた魅力的な学校づくり

１　徳・知・体の調和のとれた教育の推進
　　主体的に考え行動する力を育む教育の推進

(1) 豊かな心を育む教育の推進
　　自ら学びに向かう力を育む教育の推進

(2) 確かな学力を育む教育の推進
　　豊かな心と健やかな体を育む教育の
　　推進

(3) 健やかな体を育む教育の推進
　　持続可能な社会の実現に貢献する
力
　　を育む教育の推進

 

施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（時） 

・国の第３期教育振興基本計画、新学習指導要

領における基本的な考えを踏まえる。また、平

成３０年に策定した「教員の時間創造プログラ

ム」の働き方改革等、必要となる施策を修正。 

 

【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

(2) 確かな学力を育む教育の推進

(3) 健やかな体を育む教育の推進

学校教育における社会を生き抜く力の育成

１　徳・知・体の調和のとれた教育の推進 (1) 豊かな心を育む教育の推進

(6) 特別支援教育の推進

(7) 最適な学習環境の整備

(8) 子どもたちの身近な安全対策の充実

(9) 家庭や地域社会との連携の強化

２　子ども一人ひとりを大切にする教育の推進

３　安全で良好な教育環境の整備

(5) 教育相談体制の充実

(4) 教員が子どもと向き合う時間の拡充
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改正後（案） 現行 改正理由 

 

事業概要 

【(1)  自ら学びに向かう力を育む教育の推進】 

  ア 学校教育全体を通じて子どもの意欲・関心を高めるとともに、主体的に社会の課

題を解決することのできる人づくりを推進します。 

イ 教育ＩＣＴを活用し、児童・生徒一人ひとりの学習状況に沿った支援を行い、学

力の向上を図ります。 

ウ それぞれの中学校区の特色に応じた小中一貫教育や小中連携教育を推進すること

により、学力向上と児童生徒指導の充実を図ります。 

ウエ 校内研修や派遣研修などを実施するとともに、教員などの資質向上に関する指

標を目指した教職員の育成を強化し、教職員の指導力の向上を図ります。 

 

【(2)  豊かな心と健やかな体を育む教育の推進】 

  ア 感動・感謝する心や郷土を愛する心など、豊かに生きるための基盤となる道徳性

を育成する教育のを充実を図りさせます。 

イ 人権に関する理解を深め、豊かな人権感覚を育て、自分を大切にするとともに、

他の人を大切にする教育のを充実を図りさせます。 

ウ 生涯にわたって健康的な生活を送ることができるよう、子どもの基本的な生活習

慣を育成するとともに、食育を推進します。 

エ 運動の楽しさに触れ、運動習慣の確立につながるような取組を進め、子どもたち

の体力の向上を図ります。 

オ 産婦人科医などの専門家による講演を学校で実施し、いのちを守る教育を充実さ

せます。 

 

【(3)  持続可能な社会の実現に貢献する力を育む教育の推進】 

   ア 各学校の活動を持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の視点で捉え直し、社会

の担い手を育み、学校や地域の更なる活性化を推進します。 

イ 社会的・職業的自立に向けた力などを育むために、キャリア教育、自然体験や勤

労体験などの体験的学習のを充実を図りさせます。 

ウ 必由館高校、千原台高校、総合ビジネス専門学校について、独自性と専門性を高

め、質の高い教育を実現するよう、抜本的な改革を行います。 

 

【(4)  教育相談体制の充実多様な教育的ニーズに対応した支援の拡充】 

 ア いじめや不登校などの教育に関する相談に対して、スクールカウンセラー、スク

ールソーシャルワーカーなどの専門家との連携を図りながら、課題解決に取り組み

ます。 

イ 未来を担う人材の育成のため、返還不要の市独自の奨学金制度を設けます。 

 

【(5) 特別支援教育の推進】 

 ア 特別な教育的支援を要する子どもたちに適切な支援を行うため、教職員の専門性

の向上や個別の指導計画の作成・活用などを通して、支援体制の充実を図ります。 

イ 市立特別支援学校高等部及び小・中学部の整備を進めます。 

イ 本市における特別支援教育を総合的に推進するため、特別支援学校の拠点的機能

を充実させます。 

 

 

 

 

事業概要 

【(1) 豊かな心を育む教育の推進】 

 ア 感動・感謝する心や郷土を愛する心など、豊かに生きるための基盤となる道徳性

を育成する教育の充実を図ります。 

 イ 社会的・職業的自立に向けた力と豊かな人間性を育むために、キャリア教育、自

然体験や勤労体験などの体験的学習の充実を図ります。 

 ウ 人権に関する理解を深め、豊かな人権感覚を育て、自分を大切にするとともに、

他の人を大切にする教育の充実を図ります。 

 

 

【(2) 確かな学力を育む教育の推進】 

 ア 少人数学級や少人数指導など、きめ細かな指導を通して、自ら学ぶ楽しさや分か

る喜びのある授業づくりを進め、学力の向上を図ります。 

 イ 校内研修や派遣研修などを実施するとともに、本市を担う若手教職員の育成を強

化しながら、教職員の指導力の向上を図ります。 

 ウ 国際理解、ＩＣＴの活用能力や環境など、社会の変化に対応した教育を充実させ、

子どもたちの意欲・関心を高めるとともに個性や能力を伸ばします。 

 

【(3) 健やかな体を育む教育の推進】 

 ア 生涯にわたって健康的な生活を送ることができるよう、子どもの基本的な生活習

慣を育成するとともに、食育を推進します。 

 イ 運動の楽しさに触れ、運動習慣の確立につながるような取組を進め、子どもたち

の体力の向上を図ります。 

 

 

【(4) 教員が子どもと向き合う時間の拡充】 

 ア 学校を取り巻く様々な課題解決の支援を行う体制を充実させ、教員が子どもと向

き合う時間の拡充を図ります。 

 イ 学校におけるマネジメント力を強化するための新任管理職を中心とした研修プロ

グラムや、校務支援の充実を図るなど、効果的・効率的な学校運営を推進します。 

 

【(5) 教育相談体制の充実】 

 ア いじめや不登校等の教育に関する相談に対して、スクールカウンセラー、スクー

ルソーシャルワーカーなどの専門家との連携を図りながら、課題解決に取り組みま

す。 

 

 

 

 

（時）（実） 

・事業の実態に即し、教育ＩＣＴの活用や小中

一貫教育の推進等について追記 

 

 

 

 

 

 

 

（時）（公） 

・いのちを守る教育について追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（時）（公） 

・高校等改革と持続可能な開発のための教育

（ＥＳＤ）の視点を追記 

 

 

 

 

 

 

 

（時）（公） 

・奨学金制度について追記 

 

 

 

 

（時）（公） 

・特別支援学校の拠点的機能について追記 
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改正後（案） 現行 改正理由 

 

【(6)  地域社会と連携した教育環境の整備】 

ア 子どもたちが豊かな人間関係を築き、最適な環境で学習できるよう、学校規模の

適正化や校区の見直し・弾力化を進めます。 

イ 地域の実態に応じたより良い学校運営ができるよう、学校支援ボランティア制度

などの活用を通して、家庭や地域社会と連携した学校づくりを進めます。 

ウ 家庭や地域との連携による授業や体験活動、学校行事などを行い、開かれた学校

づくりを進めます。 

 

【(7) 働き方改革の推進】 

ア 教員の働き方改革と学校を取り巻く様々な課題解決に取り組み、質の高い人材の

確保・育成を進めるとともに、教員が子どもと向き合う時間のを拡充を図りします。 

イ 学校におけるマネジメント力を強化するための新任管理職を中心とした研修プロ

グラムや、校務支援の充実を図るなど、効果的・効率的な学校運営を推進します。 

 

【(8)  安全・安心な学校づくりの推進】 

ア 校舎などの老朽化対策、施設・設備の改善を図ることにより、安全で良好な学習

環境のを整備を進めします。 

イ 学校内外における子どもたちの安全確保を図るため、地域社会や関係機関と連携

して、子どもたちが安全に安心して過ごせる環境整備を進めるとともに、防災教育

などの安全教育のを充実を図りさせます。 

 

 

【(6) 特別支援教育の推進】 

 ア 特別な教育的支援を要する子どもたちに適切な支援を行うため、教職員の専門性

の向上や個別の指導計画の作成・活用などを通して、支援体制の充実を図ります。 

イ 市立特別支援学校高等部及び小・中学部の整備を進めます。 

 

 

 

 

【(7) 最適な学習環境の整備】 

 ア 小中学校のエアコン整備や校舎の老朽化対策、施設の改善により、安全で良好な

学習環境の整備を進めます。 

 イ 子どもたちが豊かな人間関係を築き、最適な環境で学習できるよう、学校規模の

適正化や校区の見直し・弾力化を進めます。 

 

【(8) 子どもたちの身近な安全対策の充実】 

 ア 学校内外における子どもたちの安全確保を図るため、地域社会や関係機関と連携

して、子どもたちが安全に安心して過ごせる環境整備を進めるとともに、防災教育

などの安全教育の充実を図ります。 

 

 

 

【(9) 家庭や地域社会との連携の強化】 

 ア 地域の実態に応じたより良い学校運営ができるよう、学校支援ボランティア制度

などの活用を通して、家庭や地域社会と連携した学校づくりを進めます。 

 

 

（実）（公） 

・新学習指導要領が目指す「社会に開かれた教

育課程」を実現するため、開かれた学校づくり

について追記 

 

 

 

（時）（公） 

・平成３０年３月に策定した「学校改革！教員

の時間創造プログラム」での取組内容を記載 

 

 

 

（時） 

社会情勢の変化に合わせ、基本方針、政策の体

系の全面的な変更に伴う修正 

 

 

 

 

（文） 

基本方針、政策の体系の全面的な変更に伴い項

目を削除 
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改正後（案） 現行 改正理由 

第２節 生涯を通した学習・スポーツの振興 学びと活動の循環による人づくり 
 

現状と課題 

変化し続ける社会の中で、人生１００年時代を心豊かに生きがいを持って暮らしていく

ためには、一人ひとりの意思によって、自分に適した手段・方法を選択し、生涯にわたっ

て学び続けることが重要となっています。そのためには、社会の変化に対応した学習機会

の提供が期待され、拠点となる社会教育施設の効果的な活用の重要性は高まっています。 

また、家族構成の変化や地域における人間関係の希薄化の影響を受け、家庭教育を行う

困難さが指摘されています。 

 生涯にわたって学び続けるにあたっては、個々の学習歴を継続的な学びにつなげ、その

成果を仕事や普段の生活、地域での活動などにいかすことのできる仕組みづくりが必要と

なります。 

そこで、市民の学習ニーズに常に対応できるよう生涯学習関連施設の柔軟性や拡張性の

機能を強化するとともに、大学などと連携を深めることにより、学習者の求めに応じ、い

つでも・どこでも・何度でも学べるような学習機会を提供します。さらに、家庭教育は全

ての教育の出発点であることを踏まえ、地域社会などと連携し、親子の育ちを支援します。 

 また、市民のライフステージに応じたスポーツ活動の推進と市民が豊かなスポーツライ

フを送ることができるための環境整備や情報発信を進める必要があります。 

 

 

 

 

 

基本方針 

１ 生涯学習社会の構築 多彩な学習機会の提供と創造 

２ 生涯スポーツの振興  

 

検証指標 

 

 

 

 

 

 

 
※ 生涯学習とは人々が、生涯のいつでも、どこでも、自由に行う学習活動のことで、学校教育や、

公民館における講座などの社会教育などの学習機会に限らず、自分から進んで行う学習やスポー

ツ、文化活動、趣味、ボランティア活動などにおける様々な学習活動のこと 

 

第２節 生涯を通した学習・スポーツの振興 
 

現状と課題 

 地域社会の抱える課題が複雑化・多様化する中、心の豊かさや生きがいのための学習、

新たな知識や技術の習得など、様々な学習活動の機会や、生涯にわたりスポーツを親しむ

ことができる機会の充実を求める市民のニーズが高まっています。 

 そこで、市民の生活向上や自己の充実・啓発のため、多様な学習機会の提供を行うとと

もに、学習の成果を適切に社会にいかす仕組みづくりが必要となります。また、市民が豊

かなスポーツライフを送ることができるための環境整備や情報発信を進める必要があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 

１ 生涯学習社会の構築 

２ スポーツの振興 

 

検証指標 

 

 

 

 

 

 

 
※ 生涯学習とは人々が、生涯のいつでも、どこでも、自由に行う学習活動のことで、学校教育や、

公民館における講座等の社会教育などの学習機会に限らず、自分から進んで行う学習やスポー

ツ、文化活動、趣味、ボランティア活動などにおけるさまざまな学習活動のこと 

 

（時）（実）（公） 

・節のタイトルについて、生涯学習の基本理念

に変更 

・時代潮流・社会情勢の変化、国のスポーツ基

本計画などを基に修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（時）（文） 

・社会情勢の変化に合わせ、項目の構成も含め

修正 

 

50

週１回以上（１回３０分以上）のスポーツ（軽い運動を含む）をしている市民の割合 ％ 53.5 58 62

過去１年間に生涯学習を行った市民の割合 ％ 28.6 40

単位
基準値 検証値

H27 H31 H35

50

週１回以上（１回３０分以上）のスポーツ（軽い運動を含む）をしている市民の割合 ％ 53.5 58 62

過去１年間に生涯学習を行った市民の割合 ％ 28.6 40

単位
基準値 検証値

H27 H31 H35
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改正後（案） 現行 改正理由 

施策の体系 

 

【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　スポーツの振興 (4) スポーツ機会の充実

(5) 競技力の向上

(6) スポーツ施設の整備・機能充実

生涯を通した学習・スポーツの振興
学びと活動の循環による人づくり

１　生涯学習社会の構築
　　多彩な学習機会の提供と創造

(1) 生涯学習環境の整備
　　学びの機会の提供と創造

(2) 図書館・博物館の機能充実
　　生涯学習関連施設の機能充実

(3) 青少年の健全育成

 
 

 

 

 

事業概要 

【(1) 学びの機会の提供と創造】 

  ア 熊本の歴史や風土など、地域の特性をいかした講座や、生涯学習関連施設の機能

をいかした、様々な世代の学び直しを支援するセミナーなど、多彩で体系的な学習

機会を提供します。 

イ ＩＣＴを活用した学習機会の提供を進め、生涯学習関連施設に出向くことが難し

い人でも学習できるよう、学習環境を整備します。 

ウ 市民による市民のための学習活動を支援する仕組みづくりに向け、大学や民間教

育事業者をはじめとする、多様な教育の担い手との連携強化に努めます。 

 

 

【(2)  生涯学習関連施設の機能充実】 

ア 公設公民館の役割を整理し、機能を充実させることにより、住民が積極的に活用

できる施設とします。 

イ 図書資料の充実・サービスの向上などに取り組み、読書しやすい環境の整備を進

めます。また、読書活動啓発の取組を進め、読書活動の振興を推進します。 

ウ 博物館の運営や活動の充実と向上を図り、社会教育施設としての機能を高めます。

また、特別展・企画展の開催や、学校教育、他関連施設との連携により魅力ある博

物館をつくります。 

施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

【(1) 生涯学習環境の整備】 

 ア 民間団体などとのネットワークの強化を図り、多様な学習情報の収集・提供に努

めます。 

 イ 家庭教育に関する講座など市民のニーズに応じた学習機会を積極的に提供しま

す。 

 ウ 公民館などにおいて市民が学習成果をいかせる機会や場を提供するとともに、市

民の主体的な学習や活動を支援します。 

 

 

 

【(2) 図書館・博物館の機能充実】 

  

 

ア 図書資料の充実・サービスの向上などに取り組み、読書しやすい環境の整備を進

めます。また、読書活動啓発の取組を進め、読書活動の振興に努めます。 

 イ 博物館のリニューアルを実施し、展示環境の改善や展示内容の充実を図ります。

また、市民のニーズに対応した企画展の開催や、県・学校などと連携した事業展開

により魅力ある博物館を目指します。 

 

 

 

（時）（文） 

・社会情勢の変化に合わせ、項目の構成も含め

修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（時）（公） 

・国の第３期教育振興基本計画の基本方針を踏

まえ、関係機関等と連携することより、いつで

も・どこでも・何度でも学べるような環境整備

について追記 

 

 

 

 

 

（時）（公） 

・公設公民館について追記 

 

【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

(5) 競技力の向上

(6) スポーツ施設の整備・機能充実

２　スポーツの振興 (4) スポーツ機会の充実

生涯を通した学習・スポーツの振興

１　生涯学習社会の構築 (1) 生涯学習環境の整備

(2) 図書館・博物館の機能充実

(3) 青少年の健全育成
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改正後（案） 現行 改正理由 

 

【(3)  青少年の健全育成】 

ア 地域住民やＮＰＯなどとの連携・協力により、中学生の地域交流や冒険遊び場（プ

レイパーク）の開催など、青少年の体験・交流活動の充実を図ります。 

イ 「家庭教育地域リーダー」などの人材の育成と活躍できる場の提供に取り組むと

ともに、関係機関・団体などとの連携により、家庭教育プログラムの充実を図りま

す。 

ウ 児童が放課後などを安全・安心に過ごすため、放課後児童クラブの充実を図ると

ともに、子どもの実情に応じた学習拠点のあり方を検討します。 

 

【(4) スポーツ機会の充実】 

 ア 多様なスポーツに親しめるよう、総合型地域スポーツクラブなどの地域団体によ

るスポーツ活動を支援します。 

イ 市民が気軽に参加できる市民参加型スポーツイベントの充実を図ります。 

 

【(5) 競技力の向上】 

 ア 競技団体などの指導者養成を支援するとともに、スポーツリーダー（指導者）の

派遣により、スポーツ愛好者から競技者まで個人の体力や技術力に応じた運動メニ

ューの提供などを進めます。 

イ 市民が一流のアスリートとふれあう機会を創出するとともに、指定管理施設にお

けるスポーツ教室の実施などにより競技力の向上を図ります。 

 

【(6) スポーツ施設の整備・機能充実】 

 ア 既存スポーツ施設の機能改善により、多様化するスポーツコンベンションや市民

ニーズへの対応及び市民の利便性の向上を図ります。 

ア 多様化する市民ニーズに対応するために、既存スポーツ施設の機能改善を図りま

す。 

イ 公共施設予約システムの有効活用により、市民の利便性向上を図ります。 

 

【(3) 青少年の健全育成】 

 ア 中学生の地域交流や冒険遊び場（プレイパーク）の開催など、地域交流の機会や

活動拠点の充実を図ります。 

 イ 児童が放課後などを安全安心に過ごすため、放課後児童クラブの充実を図ります。 

 

 

 

 

 

【(4) スポーツ機会の充実】 

 ア 多様なスポーツに親しめるよう、総合型地域スポーツクラブなどの地域団体によ

るスポーツ活動を支援します。 

 

 

【(5) 競技力の向上】 

 ア 競技団体等の指導者養成を支援するとともに、スポーツリーダー（指導者）の派

遣により、スポーツ愛好者から競技者まで個人の体力や技術力に応じた運動メニュ

ーの提供などを進めます。 

 

 

 

【(6) スポーツ施設の整備・機能充実】 

 ア 既存スポーツ施設の機能改善により、多様化するスポーツコンベンションや市民

ニーズへの対応及び市民の利便性の向上を図ります。 

  

 

イ 公共施設予約システムの有効活用により、市民の利便性向上を図ります。 

 

 

（時） 

・青少年の健全育成について、多様化する家庭

環境に対し、地域全体で支えられるよう、関係

機関等との連携を図ることを追記 

 

 

 

 

 

 

 

（時） 

・市民スポーツイベントに対する市民意識の変

化による修正 

 

（時） 

・一流アスリートとの交流機会の増加、指定管

理者制度の有効活用を図るため追記 

 

 

 

 

（実） 

・スポーツコンベンションを目的とした施設整

備はおおむね完了しているため、「スポーツコ

ンベンション」を削除 
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改正後（案） 現行 改正理由 

第３節 文化の振興と継承 
 

現状と課題 

 本市は、一人ひとりが心の豊かさを実感できる潤いのある暮らしの実現を目指し、文化

振興に関する様々な取組を進めてきました。 

 また、本市には、特別史跡熊本城跡や史跡池辺寺跡など多くの歴史的文化遺産があり、

それらの調査研究を進めるとともに、計画的な保存・整備・活用に努めてきました。 

そのような中、熊本地震により、熊本城をはじめ多くの文化財が甚大な被害を受けまし

た。 

 しかし、これらの復旧過程もまた、熊本城などの調査研究が大きく進展する機会ととら

え、崩壊した石垣や出土物などの調査研究を進め、研究成果や復旧の記録などを広く公

開・発信していきます。 

地域のつながりを大切にする中、市民一人ひとりが文化に親しめるよう、伝統文化の継

承や新たな文化芸術に触れ合う機会の提供が必要となっています。 

 今後とも市民と協働して、文化財のについては、調査研究、適正な保存・整備・活用に

取り組むとともに、関係機関との連携を図り、本市の歴史的文化遺産を広くいかしていき

く必要があります。 

文化芸術の継承・発信については、行政はもとより民間の自由な発想をいかすとともに、

市民自らが取り組んでいくことが必要となります。今後は、有形無形の文化財などの活用

や文化芸術活動の支援を充実させることで、文化をいかしたまちづくりを推進していきま

す。 

 

 

基本方針 

１ 文化の振興 

２ 文化財の調査研究、適正な保存・整備・活用 

 

検証指標 

  

 

 

 

 
※ コンサートや演劇・舞踊などの鑑賞、茶道・華道・舞踊などの習い事、公民館講座などへの参

加、熊本城などの名所旧跡や美術館・図書館などを訪れる、又は、文化芸術活動の指導を行っ

ているなど 

 

 

第３節 文化の振興と継承 
 

現状と課題 

 本市は、一人ひとりが心の豊かさを実感できる暮らしの実現を目指し、文化振興に関す

る様々な取組を進めてきました。 

 また、本市には、特別史跡熊本城跡や池辺寺跡など多くの歴史的文化遺産があり、それ

らの調査・研究を進めるとともに、計画的な保存・整備・活用に努めてきました。 

 地域のつながりを大切にする中、市民一人ひとりが文化に親しめるよう、伝統文化の継

承や新たな文化芸術に触れ合う機会の提供が必要となっています。 

 今後とも市民と協働して、文化財の適正な保存・整備・活用に努めるとともに、関係機

関との連携を図り、本市の歴史的文化遺産を広くいかしていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 

１ 文化の振興 

２ 文化財の適正な保存・整備・活用 

 

検証指標 

  

 

 

 

 
※ コンサートや演劇・舞踊等の鑑賞、茶道・華道・舞踊などの習い事、公民館講座などへの参加、

熊本城などの名所旧跡や美術館・図書館等を訪れる、又は、文化芸術活動の指導を行っている

など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（復）（公） 

・文化をいかしたまちづくりを通し、より充実

した生活ができるよう目指す視点を追記、修正 

・熊本地震からの復旧過程での調査研究成果の

活用の方向性を追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文） 

・上記「現状と課題」に合わせ「調査研究」を

追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位
基準値 検証値

H27 H31 H35

文化に親しんでいる市民の割合 ％ 35.7 46 50

単位
基準値 検証値

H27 H31 H35

文化に親しんでいる市民の割合 ％ 35.7 46 50



21 

改正後（案） 現行 改正理由 

施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

【(1) 文化活動の支援】 

 ア 伝統芸能の後世への伝承はもとより、様々な文化芸術の分野に関する情報収集や

分析を行い、次代の担い手の育成に取り組みます。 

 イ 地域の公民館や学校などで、邦楽や伝統工芸などの出張公演を行うことで、文化

芸術に接する機会の少ない人たちに鑑賞機会を提供します。 

 ウ 市民会館や現代美術館などの文化施設及び熊本城ホールにおいて、魅力あるコン

サートや企画展、講演会などを開催し、文化芸術の発信基地と位置づけた管理運営

を行います。 

   エ 地域の文化団体などとの連携により新たな文化芸術文化を創造し、これをいかし

たまちづくりに取り組みます。 

 

【(2) 歴史的文化遺産の調査研究・保存・整備・活用】 

 ア 市民共有の歴史的文化遺産を調査するとともに、適正に保存・整備・活用し、後

世に継承していきます。 

 イ 貴重な文化遺産である埋蔵文化財の保存に努めるとともに、必要な発掘調査を行

います。 

 ウ 熊本城跡を総合的に調査研究し、その調査研究成果について広く情報発信を行い

ます。 

エ 特別史跡となった千葉城地区（ＪＴ跡地、ＮＨＫ跡地）について、熊本城千葉城

地区（ＪＴ跡地、ＮＨＫ跡地）保存活用基本構想を踏まえ、保存、整備、活用に取

り組みます。 

 

 

施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

【(1) 文化活動の支援】 

 ア 伝統芸能の後世への伝承はもとより、様々な文化芸術の分野において、次代の担

い手の育成に取り組みます。 

 イ 地域の公民館や学校等で、邦楽や伝統工芸などの出張公演を行うことで、文化芸

術に接する機会の少ない人たちに鑑賞機会を提供します。 

 ウ 市民会館や現代美術館等の文化施設おいて、魅力あるコンサートや企画展、講演

会などを開催し、文化芸術の発信基地と位置づけた管理運営を行います。 

   エ 地域の文化団体などとの連携により新たな芸術文化を創造し、これをいかしたま

ちづくりに取り組みます。 

 

 

【(2) 歴史的文化遺産の保存・整備・活用】 

 ア 市民共有の歴史的文化遺産を調査するとともに、適正に保存・整備・活用し、後

世に継承していきます。 

 イ 貴重な文化遺産である埋蔵文化財の保存に努めるとともに、必要な発掘調査を行

います。 

 ウ 熊本城跡を総合的に調査研究し、その調査研究成果について広く情報発信を行い

ます。 

 

 

 

 

（文） 

・「現状と課題」に合わせ「調査研究」を追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（時）（公） 

・熊本城ホールにおける自主事業の実施方針な

どを踏まえ、「文化芸術の発信基地」となる施

設に同ホールを追記 

 

 

 

 

 

 

 

（復）（公） 

・上記「現状と課題」に合わせ「調査研究」を

追記するとともに、千葉城地区の取得、保存、

整備、活用についても追記 

 

 

【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

文化の振興と継承

１　文化の振興 (1) 文化活動の支援

２　文化財の適正な保存・整備・活用 (2) 歴史的文化遺産の保存・整備・活用

【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

文化の振興と継承

１　文化の振興 (1) 文化活動の支援

２　文化財の適正な調査研究・保存・整備・活用
(2) 歴史的文化遺産の調査研究・保存・
整備・活用


